
アオメエソ（地方名：めひかり）

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組・その他のトピック

・底びき網で周年漁獲されています。
・2025年（令和７年）の漁獲量は487トン、金額は214百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛により水揚げはありませんでしたが、2012年
（平成24年）11月から再開されています。

・青森県から九州の太平洋沿岸、新潟県以南の
日本海沿岸に分布します。本県沿岸では、水深
150～300mに分布し、０歳魚が１月頃に黒潮によ
り来遊し、翌年の春頃から漁獲加入します。
・産卵期は２～７月、産卵場は日本列島の南西
にあると推測されています。成熟年齢は不明で
す。
・主にオキアミ類を食べます。

＊「東北海域におけるアオメエソの加入機構」（平川,2008）の東
北海域の成長式により右図を作成

・資源の水準：中位、資源の動向：増加
・直近５か年における調査船調査の結果では重量密度が増加傾向にあり、特に2024
年（令和６年）の資源水準が高くなっています。

・現在、実施されている取組みはありません。
・いわき市で以前から特産品として親しまれており、2001年（平成13年）に市の魚
に指定されています。
・令和３年度、いわき市がエントリーした「メヒカリの唐揚げ」が文化庁の100年
フード宣言に認定されています。
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